
生
体
の
外
表
面
や
体
内
の
す
べ
て
の
管
腔
の
内
面
は
、
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
た
細
胞
層
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
上
皮
（
智
屋
‐

里
ご
ョ
）
で
あ
る
。

一
七
○
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
・
ル
イ

シ
ュ
は
、
口
唇
や
口
腔
の
乳
頭
の
上
を
お
お
う
層
を
、
ギ
リ
シ
ャ

語
の
㈱
員
（
①
ロ
）
（
上
）
と
、
き
ぎ
宮
座
①
）
（
乳
頭
）
を
組
み
合
わ

せ
て
国
営
ｇ
①
房
ま
た
は
閃
凰
号
①
盲
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
し
か

し
、
こ
れ
は
現
在
の
上
皮
の
概
念
と
は
ほ
ど
遠
い
・

ヤ
コ
ブ
・
ヘ
ン
レ
（
一
八
○
九
’
一
八
八
五
）
は
若
い
頃
か
ら
、

八
歳
年
長
の
大
生
理
学
者
ョ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
八
○
一
’
一

八
五
八
）
に
学
び
、
一
八
三
四
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
彼
の
助
手

（
卑
○
の
①
胃
○
局
）
を
つ
と
め
る
。
後
に
細
胞
学
説
で
有
名
に
な
る
同

僚
の
テ
オ
ド
ー
ル
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
は
親
友
で
あ
り
、
ヘ
ン
レ
は
両
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上
皮
の
概
念
の
成
立
に
果
た
し
た

ヘ
ン
レ
と
ケ
リ
カ
ー
の
役
割藤

田
尚
男

者
か
ら
大
き
い
影
響
を
受
け
る
。

一
八
三
五
年
に
は
胆
管
の
腔
面
が
円
柱
状
の
小
体
（
細
胞
）
に
お

お
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
一
八
三
七
年
に
「
野
日
冒
冨
①
且

シ
ロ
胃
○
昌
賦
曰
く
ご
日
巨
日
冒
扇
降
旨
巴
盲
目
』
日
頁
一
昌
尉
両
日
口
日

向
ロ
号
①
三
里
ぐ
閉
○
日
日
旨
ｇ
①
○
冒
冒
」
と
題
す
る
教
授
資
格
論

文
（
国
煙
宜
胃
昌
○
国
の
、
。
言
胃
）
を
出
し
、
胆
管
や
腸
管
の
絨
毛
の
上

皮
が
円
柱
状
の
細
胞
か
ら
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
翌
一
八
三
八
年

に
は
ミ
ュ
ラ
ー
の
主
宰
す
る
「
通
称
巨
巨
①
扁
厨
醇
月
冨
己
に

「
ロ
ｇ
閏
昌
①
少
５
頁
四
目
邑
胴
号
の
両
巨
号
①
旨
ョ
』
日
日
ｇ
胃
ご
一
‐

８
①
ロ
〆
○
①
ｓ
①
己
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
体
表
面
、
お
よ
び

体
内
の
あ
ら
ゆ
る
管
や
腔
の
内
面
（
血
管
、
リ
ン
パ
管
、
心
臓
関

節
腔
、
滑
液
嚢
、
脳
室
、
眼
球
な
ど
の
内
面
を
含
む
）
が
、
ぎ
っ
し
り

配
列
し
た
細
胞
層
に
お
お
わ
れ
て
い
る
と
い
う
思
想
を
確
立
し
、

上
皮
の
概
念
を
普
遍
化
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
論
文
の
な
か

で
、
関
宮
の
５
吋
①
亘
吾
①
］
日
日
（
扁
平
上
皮
に
相
当
）
、
○
葛
且
閏
①
官
昏
‐

①
冒
日
（
円
柱
上
皮
）
、
甸
凰
日
日
閏
①
亘
讐
①
盲
目
（
線
毛
上
皮
）
に
分

け
て
い
る
ほ
か
、
泌
尿
器
系
の
上
皮
を
と
り
あ
げ
、
扁
平
上
皮
と

円
柱
上
皮
の
中
間
な
い
し
移
行
型
と
考
え
、
ご
３
角
鴇
眉
の
①
凰
昏
‐

①
言
ョ
（
移
行
上
皮
）
と
名
づ
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
一
歳
若
い
シ
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ユ
ヴ
ァ
ン
が
動
物
に
つ
い
て
の
「
細
胞
学
説
」
を
発
表
し
た
の
も

ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
二
八
三
九
年
）
で
あ
り
、
互
い
に
協
力
し
、
切
嵯

琢
磨
し
あ
っ
た
と
い
う
。

ヘ
ン
レ
は
一
八
四
○
年
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
教
授
と
な
る
。

つ
い
で
一
八
四
一
年
に
出
し
た
大
著
、
と
両
①
日
①
ヨ
①
シ
ご
胃
○
ョ
］
①
、

門
①
言
①
く
○
口
冨
尉
呂
巨
ご
鴨
‐
匡
且
甸
日
日
蔚
の
国
且
昏
呂
９
号
の

冒
自
閂
三
目
ｇ
【
○
①
号
①
吊
二
般
解
剖
学
）
の
な
か
に
「
○
房
Ｈ
‐

冨
具
〉
両
目
篇
冒
日
」
の
項
を
設
け
て
「
上
皮
組
織
」
を
登
場
さ
せ

た
。
目
次
に
は
三
つ
の
上
皮
の
名
し
か
な
い
が
、
本
文
の
説
明
に

は
移
行
上
皮
を
加
え
て
い
る
。
上
皮
組
織
の
形
態
は
、
こ
れ
ら
の

細
胞
の
種
類
と
配
列
（
単
層
、
重
層
な
ど
）
の
状
態
に
よ
る
と
述
べ

て
い
る
。
彼
は
こ
の
大
著
に
よ
っ
て
組
織
学
の
基
礎
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
「
上
皮
」
と
い
う
概
念
を
定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
ヘ
ン
レ
が
腎
臓
の
「
ヘ
ン
レ
の
わ
な
」
を
記
載
す
る
の
は

一
八
六
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
あ
っ
て
ヘ
ン
レ
の
助
手
（
甲
○
用
再
日
）
を
し

て
い
た
八
歳
ば
か
り
若
い
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ケ
リ
カ
ー
（
一

八
一
七
’
一
九
○
五
）
は
、
ヘ
ン
レ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
去
っ
た

一
八
四
四
年
に
当
大
学
の
教
授
と
な
り
、
さ
ら
に
一
八
四
七
年
に

ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
に
移
っ
て
い
る
。
彼
が
一
八
五
二
年
に
出
し
た
、

最
初
の
近
代
組
織
学
言
と
も
い
う
べ
き
四
四
且
９
９
号
局

の
①
言
８
座
①
胃
①
（
組
織
学
全
書
）
に
は
、
○
房
昏
煙
巨
信
①
言
呂
の
（
上
皮

組
織
）
の
項
を
設
け
て
、
上
皮
を
構
成
す
る
細
胞
層
の
状
態
（
単
層

と
重
層
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
の
形
を
組
み
合
わ
せ
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
分
類
し
て
い
る
。
四
房
目
胃
耳
侭
隅
国
匿
の
蔚
吊
亘
讐
里
旨
ョ
（
単

層
扁
平
上
皮
）
、
凰
易
８
門
耳
侭
吊
普
旨
号
行
凰
号
座
旨
昌
（
単
層
円
柱

上
皮
）
、
昌
白
日
閏
且
朋
①
ヨ
酎
呂
＄
四
面
輿
①
吊
凰
号
里
旨
日
（
線
毛

を
も
つ
単
純
扁
平
上
皮
）
、
鴨
留
冨
呂
扁
の
国
富
里
閂
亘
讐
①
冒
日
（
重

層
扁
平
上
皮
）
、
鴨
ｇ
三
○
胃
吊
○
菖
且
閏
①
凰
昏
①
冒
日
（
重
居
円
柱

上
皮
）
、
鳴
門
冨
呂
扇
の
国
冒
目
閏
①
亘
讐
①
盲
目
（
重
層
線
毛
上
皮
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
単
純
上
皮
は
現
在
の
多
列
上
皮
に
相
当
し
、

紡
錘
上
皮
は
円
柱
上
皮
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
ケ
リ
カ
ー

の
書
は
そ
の
後
何
回
も
改
訂
さ
れ
、
組
織
学
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
す
る
。

上
皮
細
胞
間
に
接
着
装
置
が
発
見
さ
れ
る
の
は
十
九
世
紀
も
終

末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
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